
１．目　的

　　　　道路冠水、がけ崩れ、堤防決壊等の災害が発生した状況を想定し、

　　　その災害状況を収集・分析・判断するとともに対策方針を検討するなど、実践

　　　に即した災害対応能力を向上させることを目的とする。

　　　　なお、被害箇所への対応については、仮想的な現場を設定し、そこで現地調

　　　査を行う。

２．日　時

　　　　平成２６年６月６日　（金）

　　　　　水防情報伝達訓練（RP方式）　９：３０～１１：３０

３．場　所

　　　　金沢市泉本町６丁目３４番地

　　　　石川県県央土木総合事務所　会議室棟

（参考）

　　ＲＰ（ロールプレイング）方式の図上訓練の特徴

　　　①訓練を仕掛ける側の統監部（コントローラ）は訓練のシナリオを知っているが、

　　　　演習者（プレーヤー）は訓練のシナリオを知らされていない。

　　　②プレイヤーは、コントローラが演ずる各関係機関からの情報を収集・整理・分析

　　　　し、状況判断の上、なすべき行動を決定し指示や報告を行う。

平成２６年度　水防情報伝達訓練（ロールプレイング方式）の開催について
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